
親子でバードウォッチング & にぎわい可視化システム体験
開催概要 公園でバードウォッチング

アンケート結果

日時

会場

参加者

第１回：令和8年2月14日 (土)
10:30-13:00

第２回：令和8年2月15日 (日)
10:30-13:00

日比谷図書文化館4階 
スタジオプラス・日比谷公園内

都内在学の小学生と保護者
第１回：９組（２０名）
第２回：６組（１５名）

生態系の仕組みを講義とゲームで学ぼう

生き物たちの食べる・食べられる関係「食物網」や、
その関係性がわかる指標種（しひょうしゅ）について
学びました。

見かける鳥によって、周辺環境
(人里が近い等)を予想できるよ。

ゲームで遊びながら生態
系の仕組みを学んだよ

にぎわい可視化システム体験

鳥の鳴き声など公園内の「にぎわい」を
システムを使って、見てみました。

鳥の声をＡＩで
識別しているよ

鳥類学者の先生と一緒に、システムも
使いながら、公園内の鳥をさがしまし
た。10種類以上の鳥を見つけました。

参加したこどもたちに、アンケートを行いました。

音が見えたり鳥のいばしょがわかる
システムのお話

生き物や鳥のお話

生き物のボードゲームをしたこと

外で鳥をさがしたりみつけたこと

4

6

12

9

Q. イベントのどんなところが面白かったですか？

そのほか、保護者の方から「詳しい先生との自然観察が楽しめた」
「今後日比谷公園に来る楽しみが増えた」「親子ともども楽しめた」
などの声もいただきました。

鳴いている鳥が、
公園のどこにい
るのか、一目で
わかるよ

音の多さから
にぎわいを測るよ

カワセミ
もいたよ

鳥の観察シート等で
見つけた鳥の特徴を
チェック！

聴覚障害者や耳の聞こえにくい方も
含め、公園を訪れるあらゆる人の間
でのコミュニケーションを促進する
ために募集し、これまで提供してき
たのが「音を見える化」する本シス
テムを用いたサービスです。

都では、日比谷公園を誰もが利用しやすく、楽しめ
る公園とするための整備を段階的に進めています。

バリアフリー日比谷公園プロジェクト

デフリンピック東京大会と日比谷公園

今後の展望

その他

聴覚障害の方も含め、多くの方に参加
いただききました！

日比谷公園では、東
京2025デフリンピッ
クの開催を契機に、
誰もが利用しやすく、
楽しめる公園に向け
た取り組みのひとつ
として、公園のにぎ
わいや鳥の位置を分
かりやすく伝える
サービスを提供して
いました。

にぎわい可視化

システムとは？
～ ～

あっ、カワセミ！

アンケート結果

参加してくれたこどもたちに、アンケートを行いました。

音が見えたり鳥のいばしょがわかるシステムのお話

生き物や鳥のお話

生き物のボードゲームをしたこと

外で鳥をさがしたりみつけたこと
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Q. イベントのどんなところが面白かったですか？

そのほか、保護者の方からは「詳しい先生との自然観察が楽しめた」「今後日比谷公
園に来る楽しみが増えた」「親子ともども楽しめた」などの声をいただきました。
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